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研究要旨 

令和 4 年度でのがん診療連携拠点病院等の整備指針の改訂に向けて、がん診療連携拠点病院等の指

定要件に関するワーキンググループのメンバーともに去年度から引き続き、意見交換会が行われた。

現行の整備指針における課題を検討した上で、整備指針全体での議論後に各指定要件についての議論

を進めた。議論を通じて、現在のがん対策に即した課題について論点を整理することが重要であると

いうことが確認された。さらに、各専門家との議論を経て、指定要件の細部についても議論をし、１

つ１つの指定要件についての議論を重ね、全体の整合性を検討し、がん診療連携拠点病院等の指定要

件に関するワーキンググループへ提言し、整備指針改訂の基となった。 
 
Ａ．研究目的 
がん医療の均てん化は、がん対策基本法第 2 条

で定められた基本理念の一つとして定められてお

り、その一環として、がん診療連携拠点病院等の整

備が進められている。平成 30 年 7 月 31 日施行の

がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針は、4
年ごとの見直しが行われており、新型コロナウィ

ルスの影響を受けたものの、令和 4 年夏頃に改訂

を目指している。 
がん対策推進基本計画が進められてきており、

整備指針の設立当初とは、がん医療を取り巻く状

況は異なってきているため、現状の課題を整理し

つつ、現在の資源等も考慮に入れた上での新たな

整備指針を検討する必要がある。本研究では、がん

診療連携拠点病院等の指定要件に関するワーキン

ググループ（以下、拠点 WG）での意見交換会を重

ね、現状の指定要件の課題について議論し、改訂に

向けた方向性を検討することを目的とした。 
 

Ｂ．研究方法 
上記の目的のために、拠点 WG の参加者に対し

て、課題の抽出、議論、論点・視点の整理を実施し

た。 
現状把握のためにアンケート調査を実施し、指定

要件にかかわる課題の抽出を実施した。抽出した

課題を元に、拠点 WG の参加者（資料 1）とともに

意見交換会の場を設け、抽出した課題について議

論をし、指定要件の在り方および方向性について

整理を行った。最終的には、それらの意見を取りま

とめた。昨年度の 4 回に引き続き、今年度は 4 回

（各回約 2-3 時間程度）の意見交換会の実施と、メ

ールによる意見交換も行った。 
 

Ｃ．研究結果 
意見交換会では、まず、がん診療連携拠点病院

等の整備指針の在り方についての総論に関する

議論を実施した。総論の概要は、拠点病院はどの

ような役割を担うか、都道府県拠点や地域拠点等

の相互関係、都市や地方における地域間格差等に

ついて検討をした。 
さらに、各指定要件についても全要件を一つ一

つ検討し、必要な要件やそうでない要件の振り分

け、全ての施設で達成されているため不要とする

ものの討論をし、検討した。委員の意見や各専門

家の意見、前年度に行った拠点病院でのアンケー

トでの意見を参考に、抽象的な表現を具体的なわ

かりやすい表現に変更するよう、議論を重ねた。

地域拠点における高度型の在り方について、高度
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型の目指すべき姿や、どのような役割を担ってい

るかについて再度議論を行い、不要ではないかと

いう意見をまとめた。また、指定要件内で取り扱

われる「望ましい」とされる要件は今後満たすべ

き要件である但し書きの作成や、キャンサーボー

ド等については、要件内での何を表すのかという

定義について検討し、作成した。 
意見交換会で議論した事項については、拠点

WG で再度議論され、がん診療提供体制の在り方

に関する検討会に最終案として提出した。 
 
Ｄ．考察 

各分野の専門家である拠点WGメンバーととも

に総論についての議論をまず深めた。本意見交換

会が目指す先を共有することで、円滑な議論を進

めることができた。また、まず、指定要件にかか

る全体部分について議論を進めることで、方向性

を定めながら進めることができた。 
拠点病院の役割に関しては、がん対策基本法が

施行された当初の状況と、現在のがん対策を取り

巻く状況が変化していることを認識することが

できた。例えば、我が国で多いがんは、胃がん、

大腸がん、乳がん、肺がん、肝がんの 5 代がんで

あったが、現在は、膵臓がんも増えてきているた

め、現状に即した要件を検討する必要性を認識し

た。また、高齢者社会である昨今の状況を鑑みて、

高齢者ついての記載も新たに追加した。 
また、各指定要件に関しては、各専門家からの

意見を取りまとめることで、現在の要件の問題点

や検討すべき方向性について議論をした。多くの

時間を費やし議論し、各指定要件について一つ一

つ丁寧に議論を進めていき、最終的には全体での

整合性についても議論し、統合性のとれた指針案

を作成することができた。 
今回の作成案にあたり、拠点病院で働く全ての

医療者が拠点病院の要件を認識して行うべきも

のであること、患者がよりよい医療を受けるため

の要件であること、要件そのものがわかりやすい

ものであることを強く意識し議論し、そのような

案になったと考える。実際 8 月に発出された指針

はこの提案に基づいて作成されており、十分に貢

献したと考えられる。 
 

Ｅ．結論 
拠点 WG のメンバーとともに、がん診療連携拠

点病院等の整備指針更新に向けて、議論を実施し

た。現在のがん対策に合わせた見直しが行われ、

指針見直しのための十分な議論をすることがで

き、有意義な提言をすることができた。 
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